
 

決算特別委員会産業建設分科会 

Ｈ３０．９．１８（火） 

午後０時３分～       

                                                                    場所：第３委員会室 

 

１ 開 議 

 

２ 事務事業評価選定事業の論点整理 

（１）畜産振興関係経費 

（２）観光推進経費 

 

３ その他 

（１）審査日程 

  ・９月１９日（水）１０：３０～ 所管分審査（まちづくり推進部） 

  ・９月２０日（木）１０：００～ 所管分審査（産業観光部）、事務事業評価 

  ・９月２１日（金）１０：００～ 所管分審査（上下水道部） 

                  分科会採決 



平成３０年９月１９日（水）　日程

予定時間 議案番号 理事者 備考

10:00～ 全体会（決算状況説明）

決算状況説明

10:30～ 第６号 一般会計（まちづくり推進部所管分） まちづくり推進部

（歳出歳入一括説明・質疑）

13:00～ 第６号 一般会計（まちづくり推進部所管分） 〃

（歳出歳入一括説明・質疑）

・歳入一括説明・質疑

14:00～ 第13号 土地取得事業特別会計 〃

（歳出歳入一括説明・質疑）

14:15～ （事務事業評価打合せ） ―

平成３０年９月２０日（木）　日程

予定時間 議案番号 理事者 備考

10:00～ 第６号 一般会計（産業観光部所管分） 産業観光部

（歳出歳入一括説明・質疑）

（歳出歳入一括説明・質疑）

13:00～ 第６号 一般会計（産業観光部所管分） 〃

・５款労働費・７款商工費

（歳出歳入一括説明・質疑）

14:15～ 【事務事業評価】 〃

・観光推進経費

15:15～ 【事務事業評価】 〃

・畜産振興関係経費

平成３０年９月２１日（金）　日程　

予定時間 議案番号 理事者 備考

10:00～ 第15号 上水道事業会計 上下水道部

（歳出歳入一括説明～質疑）

第49号 〃

（説明～質疑）

11:00～ 第８号 簡易水道事業特別会計 〃

（歳出歳入一括説明～質疑）

11:15～ 第16号 下水道事業会計 〃

（歳出歳入一括説明～質疑）

第50号 〃

（説明～質疑）

11:45～ 第10号 地域下水道事業特別会計 〃

（歳出歳入一括説明～質疑）

13:00～ 分科会討論・採決 ―

平成３０年９月議会　決算特別委員会産業建設分科会　審査日程案

会計名等

・２款総務費・８款土木費（３項河川費まで）

昼休憩

・８款土木費（４項都市計画費から）・１１款災害復旧費

会計名等

上水道事業会計未処分利益剰余金の処分

下水道事業会計未処分利益剰余金の処分

昼休憩

・２款総務費・６款農林水産業費

・１１款災害復旧費

昼休憩

休憩

休憩

会計名等



平成３０年９月２５日（火）　分科会予備日

平成３０年９月２６日（水）　日程（予定）

予定時間 理事者 備考

10:00～ 分科会（委員長報告確認）
上記終了後 全体会（分科会委員長報告、事務事業評価結果等）
上記終了後 会派会議

13:00～ 全体会（討論、採決）

内容
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◎事務事業評価 論点整理資料 
 
① 畜産振興関係経費 

選定理由 

（前回意見） 
○取組み支援が十分効果を発揮しているのか。 
〇ふるさと納税の返礼品として亀岡牛は人気があるが、供給・生産体制

が十分に取れているのか。 
〇病気の発生等への本市としての対策は。 
○亀岡牛をもう少し積極的に売り込むべきではないか。 

参考 

＜主要施策報告書 主な経費の推移＞ 
 H29 決算 H28 決算 H27 決算 

器具修繕料 2,612,628 844,560 1,512,000 

施設修繕料 4,280,018 7,867,800 2,473,680 

堆肥のテスト製造業務委託料 749,952 － － 

「肉フェスタ 2017」業務委託料 250,000 － － 

食肉センター排水管 

洗浄業務委託料 
138,240 － － 

保守業務委託料 317,520 － － 

畜産振興事業費補助金 

79,250,000 

（1 件） 

府 10/10 

183,530 

（1 件） 

529,685 

（1 件） 

特定家畜伝染病 

予防接種事業補助金 

230,900 

（2 件） 

224,200 

（2 件） 

263,200 

（2 件） 

印刷製本費 － 

375,840 

（亀岡牛ﾊﾟﾝ

ﾌﾚｯﾄ 1 万部

作成） 

－ 

その他機械器具購入費   6,566,400 

計 88,179,999 10,048,715 11,725,987 

※平成 29年 9 月定例会で補正あり 

畜産振興関係経費増 83,155 千円 

 ・需用費     2,400 千円 

 ・業務委託料    750 千円 

 ・補助金     80,005 千円   

⇒補助金：三和鶏園。鶏舎・堆肥舎・収攬の部屋・コンベア等を整備 

論点 
○ 

○ 
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◎事務事業評価 論点整理資料 
 
② 観光推進経費  

選定理由 

（前回意見） 
○１億２千万円の事業効果があったのか。 
〇委託料と補助金の分け方を含め、全体的な見直しが必要。 
○森の京都ＤＭＯや森のステーションの関係について、今後同じような

形でお金をかけていってよいのか。 

参考 

＜主要施策報告書 主な経費の推移＞ 

 H29 決算 H28 決算 H27 決算 

観光協会補助経費 44,814,000 40,752,000 30,086,000 

関係団体会費及び負担金 
19,793,500 

（7 団体） 

705,000 

（7 団体） 

695,000 

（6 団体） 

亀岡の観光ＰＲに係る交通広告 5,998,320 5,983,740 5,994,270 

観光おもてなし事業 3,688,200 3,722,760 － 

トロッコ嵯峨駅 

臨時観光案内所設置事業 
999,000 999,000 － 

外国人観光客向け観光案内所

窓口強化事業 
11,076,480 8,142,120 － 

丹波亀山城下町 

まち歩き誘客事業 
2,094,120 2,160,000 － 

森の音楽祭事業 － 1,080,000 － 

かめまる体操普及事業 100,000 500,000 500,000 

亀岡観光情報発信映像制作・ 

配信事業 
500,000 500,000 500,000 

亀岡観光ユーストリーム 

放送配信事業 
－ 100,000 100,000 

産業観光支援事業経費 1,200,000 1,200,000 1,500,000 

亀岡光秀まつり事業経費 1,840,000 1,840,000 2,800,000 

伝統芸能保存育成事業 

補助金交付 

530,000 

（3 団体） 

560,000 

（3 団体） 

600,000 

（3 団体） 

城下町観光誘客事業経費 1,000,000 1,000,000 1,250,000 

平和祭広報等経費 320,000 320,000 400,000 

森のステーションかめおか 

推進事業 
34,000,000 9,178,000 － 

ハイキングコース等整備事業 1,512,000 － － 

かめおか霧のテラス 

ライブカメラ映像配信事業 
170,100 － － 

「Ｌｅａｆ特別編集京都亀岡」に 

係る企画・編集・制作 
6,475,680 － 

（るるぶ） 

8,575,200 

シャチホコ広場 

にぎわいイベント補助金 

120,000 

（4 団体） 
－ － 

計 136,913,009 81,130,107 61,558,330 
 

論点 
○ 

○ 
 



  

Ｈ２９．９事務事業評価：観光推進経費  
 

論点：① 補助金等は適正に支出されているか。 

② 事業の成果、事業の効果は。 

 
［主な質疑］ 

問：観光協会の補助経費について、三大観光とそれ以外の内訳は。 

答：湯の花温泉等に出す経費は亀岡市から直接出ている。観光協会から三大観光に直接補助

金は出していない。人的なところや観光プロモーションは三大観光も合わせて行っている。 

問：観光情報発信映像制作・配信事業とは。 

答：京都学園大学の亀岡観光映像プロジェクトとしてホームページに掲載している。平成２

３年から実施しており、現在３５作品が載っている。 

問：かめまる体操普及事業はどういう団体がどういう場面で実施しているのか。市立保育所

や民間保育園で普及活動をすれば、もっと効果的になるのではないか。 

答：京都学園大学の学生やＡＧＥサポーターが各イベントに出て普及している。希望があれ

ば各老人会等に派遣したりしている。観光映像とかめまる体操の普及について、個別に５

０万円ずつで契約している。会場によって交通費や派遣いただく学生の人数も変わってく

るため、まとめて１年間５０万円で、依頼があれば出てもらう契約にしている。幼稚園や

保育所には行っている。 

問：観光レンタサイクル事業補助金の効果・実績は。 

答：平成２８年度は４駅で９５７台である。トロッコ亀岡駅のトロッコおじさんのレンタサ

イクルの受け入れは８２４台である。平成２９年度は、６月から８月の間に時間延長を行

ったこともあり、４月以降８月末までで５４１台である。 

問： 空港から直接バスで来てトロッコ列車で降ろし、客を乗せて京都市内に入って行くコ

ースが最近増えてきた。客の動線を把握しなければ、１２３万人も来ているわりに亀岡で

経済効果があまり上がらない。 

答：空港から直接入ってくるバスが多い。トロッコ亀岡駅の駐車場でバスを待機させ、京都

市内で遊ばせてから拾いに行くということで、バスの利用が増えている。ＤＭＯと連携し

ながら、データに基づく誘客・戦略を考えていかねばならない。 

問：旅行会社に働きかけて、１～２時間でもレンタサイクルを使ってもらうような案内をし

ない限り、利用が増えないのではないか。 

答：旅行会社に来ていただきプランを作っていただくような取り組みは、ＤＭＯを含めた中

で行っているが、積極的に進めていきたい。 

問：レンタサイクルについて、Ｗｉ－Ｆｉ等を利用している人が多い。Ｗｉ－Ｆｉは繋がっ

ていないのか。 

答：トロッコ亀岡駅の近くは繋がっているが、少し離れたら繋がらない。観光案内コースは

４か国語対応の地図を作成している。案内看板なども積極的に整備していきたい。 

問： 情報発信が非常に大事である。祭りなど亀岡の行事との連携について、どのように知

らせているのか。 

答：この時期は亀岡にはこれがあるという年間の行事を伝えることが大事である。「Ｌｅａ

ｆ」で観光パンフレットを作るが、歳時記を強調し、新たな観光素材も入れ込んで編集し

ていきたい。 

 



  

問：入込客数の想定に対する達成度は。 

答：夢ビジョンの想定より多い。外国人観光客が思ったより多い。 

問：伝統芸能保存育成事業補助金が少し減っている。盆踊りや祭りを体験しに湯の花温泉に

泊まりに来られる。一晩中踊っているようなまちになるように、もう少し力をいれていた

だきたい。 

答：予算で補助金一律２割カットがあった。地域のにぎわいという意味で盆踊りは必要であ

り、観光客につなげるような取り組みも今後検討していきたい。 

問：例えばいろいろな祭り等の時に、呉服店等と連携して浴衣の貸し出しを行うなど、体験

していけるような形にしてはどうか。 

答：亀岡祭でも福祉の方で、浴衣を着ていただくこともしている。それを外国人観光客に伝

わる方法でやっていかねばならない。ＤＭＯと観光協会と一緒に検討していきたい。 

問：湯の花温泉に協力していただき、体験型の宿泊ができるような内容にすれば、消費の増

加につながるのではないか。 

答：へき亭では農業体験や、巻き寿司や手まり寿司を作る体験が受けている。森のステーシ

ョンかめおかの包丁の研ぎ体験等がまだ十分にＰＲできていない。そういうことを旅行会

社に提案し、外国人ツアーに来ていただき、体験いただけるような取り組みを積極的に進

めていきたい。 

問：観光と商工の連携が大事である。せっかく人が来ているので、商店街のイベントや企画

とコラボし、まわっていただけるような仕掛けを検討していく必要がある。 

答：関係機関と連携して、経済効果と直結するような取り組みを考えていきたい。 

 

 

[評価（意見）]  
 

 

 

・もう少し各項目の連携を図る方がより充実した形になる。うまくコラボできるようなもの

を作っていければ、今以上の効果が表れるのではないか。 

・歳時記など、亀岡にあるいろいろな行事や名所旧跡をうまく生かせていないのが難点であ

る。 

・観光レンタサイクルについて、もう少し分かりやすい広報が必要。 

 

[担当部意見] 

・いろいろな意見や指摘を今後の観光振興に生かし、積極的なにぎわい創出につなげていき

たい。 

・亀岡には非常に魅力的な観光資源・伝統文化がある。それをうまく連携し、観光客に市内

を周遊していただく方策を十分検討しながら、今後も頑張っていきたい。 

 

［委員間討議］ 

・事業間の連携をとればもっと事業効果が上がる。 

・せっかく誘客が拡大しているので、地域の商店街等の活性化に結び付けるように、商工と

観光の連携を密にしていけば、さらに効果を生む。 

「見直しの上継続」 

本市の観光資源間・事業間の連携を強化の上、庁内関係課連携のもと、 

誘客数拡大に向け、より一層の事業の拡充を図られたい。 










